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地域とお客さまの発展のために

■ ペーパーレス化への取組み
　会議用タブレット端末の導入により、本部内における各種会議を紙媒体から電子媒体に変更し「紙」削減に取組んで
います。

■ 環境保全に配慮した金融商品の取扱い
　「オール電化」・「省エネルギー」住宅など環境に配慮した住宅の取得をされる方を対象とした住宅ローン金利プラン
をご用意しております。詳しくは当行ホームページをご覧ください。

■ まちを美しく
　地域の皆さまとのふれあいや環境保全を目的
として、市街地や地域の公園などの清掃活動を実
施しております。

■ なんぎんECO カップの開催
　ビーチサッカー大会「なんぎんECO カップ」の
開催等を通じて青少年の育成および環境保全に
取組んでいます。
※「なんぎんECO カップ」では、ビーチサッカー大会に、会場
のごみ拾いや様々なエコ活動を盛り込み、スポーツとエコ
活動を通じて地球環境保護の意識向上とチームワークや友
情の育成を目的に開催しております。

E：Environment（環境）

　南日本銀行グループは、国連が提唱するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に賛同し、達成に向けた取組みを推進するこ
とで、地域の皆さまとともに地域社会が抱える課題の解決と持続可能な社会の実現に貢献し、地域とともに持続的に成
長していくことを目指してまいります。

「南日本銀行グループＳＤＧｓ宣言」

重点課題と取組方針
≪地域経済の回復及び持続的な成長への貢献≫
私たちは、鹿児島県を地盤とする地域金融機関として、事業者への本業支援や経営改善支援などの金融仲介機能を発揮
するとともに、デジタル・トランスフォーメーション等を活用した金融サービスの提供を通じて、ポストコロナに向け、地域経済
の回復及び持続的な成長に貢献してまいります。
≪地域社会とのパートナーシップ及び環境問題への取組み支援≫
私たちは、地域社会やお客さまと互いに協働し、地元の豊かな自然や歴史的・文化的遺産を守るとともに、環境保全・気候
変動リスクの低減に向けた事業 ・取組みを支援してまいります。
≪全役職員の活躍促進≫
私たちは、多様な人材が最大限に個性と能力を発揮でき、働きがい・生きがいのある職場環境を創ることで、質の高い
サービス・ソリューションの提供を実現し、人と街が豊かに成長する地域社会の実現に努めてまいります。
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す

アカウント名：nangin_view373

キャプション：好っじゃ鹿児島
URL：https://www.instagram.com/nangin_view373

す

● 非接触型検温システムの導入
● 時差出勤、スプリット勤務体制の導入

● アクリル板の設置
● インフルエンザ予防接種費用の一部負担など

■ 人材マッチング支援
　2020年11月に人手不足や後継者問題等の人的課題を抱える取引先企業を支援する
ため、公益財団法人産業雇用センター鹿児島事務所と連携協力に関する協定を県内金融
機関で初めて締結しました。本提携を通じて、中小企業の経営課題の解決に向けた支援に
取組んでいます。

■ なんぎん公式Instagramを通じた地域経済支援
　新型コロナウイルス感染症により影響を受けられている取引先の事業者の皆さ
まや、地元鹿児島の観光地支援を目的として、公式Instagram「nangin_view373
#好っじゃ鹿児島」を通じて鹿児島のグルメや商品・サービス、観光地、魅力ある風景
などを紹介し地域経済の活性化を支援しています。

■ ボランティア活動への参加
　鹿児島マラソンをはじめ様々なボランティアへの参加を通じて地域社会に貢献していま
す。

■ 難民古着支援プロジェクトへの参加
　当行では、2021年4月の女性職員（営業店の嘱託・パート、派遣除く）の制服貸与廃止に伴い、着用しなくなった制服を
難民古着支援プロジェクト（「わかちあいプロジェクト」）に寄贈し開発途上国の支援に協力する取組みを開始しました。

■ 特殊詐欺被害未然防止への取組み
　窓口やATMコーナーでのお声かけや、ホームページ・ポスターなどにおける注意喚起の表示及びキャッシュカードでの
振込の一部制限実施など特殊詐欺被害の未然防止に積極的に取組んでいます。

■ マネー・ローンダリング／テロ資金供与の防止
　マネー・ローンダリング／テロ資金供与の手口に対応するため全店にて勉強会を行い、防止対策の強化を図っています。

■ 職員が働きやすい職場づくり
● 受動喫煙防止措置

2020年5月より、当行本支店敷地内および公用車内を全面禁煙としました。これらの取組みにより快適な職場環境を確保
し、職員の健康増進を目指します。

● 仕事と家庭の両立支援
職員が「働きがい」と「働きやすさ」を感じ、最大限の個性と能力を発揮できるために職場環境の整備や仕事と家庭の両立に
むけ積極的に取組んでいます。

■ 感染症予防対策
　新型コロナウイルスなどの感染症への対応について職員向けの予防対策を実施しています。

S：Social（社会）

■ 社外取締役・監査役の選任
　当行では、取締役会を「株主総会の負託により経営の執行を行う最高意思決定機関」としており、その構成メンバーとし
て、当行および当行グループに在籍経験がなく独立性の高い社外取締役を２名選任しています。また、その執行状況を監
視するために、監査役制度を採用しており、当行グループに在籍経験のない社外監査役3名を含む４名の監査役で構成さ
れた監査役会を設置しており、監査役は、取締役会及びその他の重要な会議に出席し、取締役会の意思決定プロセスなら
びに業務執行状況の監督及び監査を行っています。

G：Governance（ガバナンス）
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●同仁貯金合資会社設立（創業）
●本店／鹿児島県姶良郡東国分村
　（現霧島市国分広瀬）
●鹿児島無尽株式会社に組織変更
●鹿児島支店（現本店の旧館）新築落成
●鹿児島無尽株式会社、
　鹿児島相互無尽株式会社合併設立
●資本金5,000万円
●相互銀行法施行に伴い、
　株式会社旭相互銀行に商号変更
●資本金1億円
●定期積金取扱開始
●内国為替取扱開始
●旭相互銀行健康保険組合発足
●日本銀行と当座取引開始
●日本銀行歳入代理店事務取扱開始
●旭ビルディング（株）設立
●旭保養センター完成
●創業50周年
●資本金6億円
●資本金6億3,000万円
●本店増改築落成
●資金量1,000億円突破
●行内報「あさひ」創刊
●資本金10億円
●両替業務取扱開始
●為替オンラインシステム稼動
●資本金18億円
●資金量2,000億円突破
●第1次オンラインシステム稼動
●全銀データ通信システム加盟
●外国為替業務取扱開始
●「旭相互銀行史」発刊
●旭霧島荘オープン
●旭ボランティアサークル結成
●資金量3,000億円突破
●相銀ワイドサービス（SCS）取扱開始
●金の売買業務取扱開始
●国債窓口販売業務開始
●資本金27億2千5百万円
●「調査速報」発刊
●資金量4,000億円突破
●南九州サービス（株）設立
●「あさひワイドカード」取扱開始
●相銀データ伝送システム（SDS）取扱開始
●第2次オンラインシステム稼動
●MMC（市場金利連動型預金）発売開始
●旭ファイナンス（株）設立〈現 なんぎんリース（株）〉
●自由金利型定期預金の取扱開始
●旭ビジネスサービス（株）設立
●鹿児島ネットサービス（KNS）取扱開始
●公共債ディーリング業務取扱開始
●あさひニュービジネスクラブ（ANBC）設立
●福岡証券取引所に株式上場
●旭相互銀行厚生年金基金設立
●外替オンラインシステム稼動
●公共債フルディーリング業務取扱開始
●南日本銀行VI発表
　（シンボルマーク、ペットネーム「フレッシュバンク」を制定）
●海外コルレス業務取扱開始
●普通銀行に転換、南日本銀行に商号変更
●（社）全国銀行協会へ加盟
●下甑村指定金融機関事務取扱開始
●東京支店、東京事務所開設

●資本金46億4千万円
●無償増資により資本金48億9千5百万円
●アサヒエステート（株）設立
●全国キャッシュサービス（MICS）に参加
●南日本バンクカード（株）設立
●イメージキャラクター「なんちゃん・ミミちゃん」決定
●サンデーバンキング実施
●テレビ広告開始
●里村指定金融機関事務取扱開始
●中間発行増資により資本金67億7千7百万円
●本店営業部全面改装
●地元5行庫による店舗外現金自動設備の共同利用開始
●第3次オンラインシステム稼動
●本店営業部・県庁出張所開設
●「なんぎん産学交流支援サービス」取扱開始
●「なんぎん懸賞付定期預金」発売
●本店の建物が県内初の登録有形文化財に登録
●郵便局とのATM（CD）相互利用開始
●証券投資信託の窓口販売業務取扱開始
●第三者割当増資により資本金91億1百万円
●損害保険商品窓口販売開始
●生命保険窓口販売開始
●ダイレクトローンセンター業務開始
●四半期情報開示開始
●執行役員制度導入
●決済用普通預金取扱開始
●本店が鹿児島市より「環境管理事務所」に認定
●なんぎん住宅ローンセンター開設
●第三者割当方式によるA種優先株式150億円発行
●資本金166億1百万円
●なんぎん個人相談プラザ開設
●花棚支店開設（2010年3月移転オープン）
●熊本支店（河原町支店及び熊本市場支店を統合後）熊本
営業部へ昇格

●ミナミネット支店開設
●WIN-WINネット業務開始
●種子島支店リニューアルオープン（新築移転）
●西谷山出張所開設（2013年4月移転オープン）
●with youプラザ開設
●創業100周年
●上川内出張所開設（2014年2月移転オープン）
●伊集院支店リニューアルオープン（新築移転）
●西田支店オープン（城西支店と宮田通支店を統合）
●笠之原支店リニューアルオープン（新築移転）
●紫原支店リニューアルオープン（新築移転）
●上町支店リニューアルオープン（新築移転）
●東京支店リニューアルオープン
●新勘定系システムの稼働開始
●福岡支店リニューアルオープン
●下甑支店に昼時間休業導入
●安房支店を屋久島支店内に移転統合（店舗内店舗）
●宮崎支店リニューアルオープン（移転）
●玉名支店を熊本営業部内に移転統合（店舗内店舗）
●県庁支店に昼時間休業導入
●吹上支店・喜入支店に昼時間休業導入
●屋久島支店・安房支店・宮崎支店・福岡支店・小倉支店・
甑島支店・吉野支店・明和出張所に昼時間休業導入

●川辺支店・頴娃支店・草牟田支店・玉里支店・星ヶ峯支店・
桜ヶ丘支店に昼時間休業導入
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　 主要な業務内容

　 南日本銀行のあゆみ 

預金業務

融資業務

当座預金、普通預金、貯蓄預金、通知預金、定期預金、
納税準備預金等を取り扱っております。
手形貸付、証書貸付、当座貸越を取り扱っております。
また、手形の割引（商業手形等の割引）を取り扱っております。

証券業務

附帯業務 損害保険及び生命保険の窓口販売などを行っております。

内国為替業務 送金為替、代金取立等を取り扱っております。

WINーWINネット業務 中小規模事業者のお取引先に対して、新たな販路開拓や事業運営方法の改善を行っております。

国債等公共債の売買業務を行っております。
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